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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等
　

回次
第35期
第２四半期
累計期間

第36期
第２四半期
累計期間

第35期
第２四半期
会計期間

第36期
第２四半期
会計期間

第35期

会計期間

自　平成21年２
月21日

至　平成21年８
月20日

自　平成22年２
月21日

至　平成22年８
月20日

自　平成21年５
月21日

至　平成21年８
月20日

自　平成22年５
月21日

至　平成22年８
月20日

自　平成21年２
月21日

至　平成22年２
月20日

売上高 (千円) 14,476,36415,192,8316,786,9696,946,86426,012,478

経常利益 (千円) 2,598,0282,431,1171,159,270897,4033,726,375

四半期(当期)純利益 (千円) 1,496,8221,385,287668,785510,9012,098,066

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─ ─ ─

資本金 (千円) ─ ─ 2,061,3562,061,3562,061,356

発行済株式総数 (株) ─ ─ 13,120,40026,240,80026,240,800

純資産額 (千円) ─ ─ 9,565,38511,278,01310,180,521

総資産額 (千円) ─ ─ 13,758,52515,885,40314,319,336

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 729.05 429.79 387.97

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 114.08 52.79 50.97 19.47 79.96

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ 8.00

自己資本比率 (％) ─ ─ 69.5 71.0 71.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,280,3771,753,634 ─ ─ 2,690,417

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △827,892△1,212,094 ─ ─ △1,536,912

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △615,859△208,856 ─ ─ △616,332

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 3,057,2653,090,4962,757,813

従業員数 (名) ─ ─ 674 784 687

(注)　１　当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在していないため、記載を省略しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載して

おりません。

５　平成21年８月17日開催の取締役会決議により、平成21年９月30日現在の株主名簿に記載のある株主に対して

平成21年10月１日付でその所有株式１株を２株の株式に分割いたしました。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変

更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年８月20日現在

従業員数(名) 784(510)

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２　(　　)内は、外書きで臨時雇用者の当第２四半期会計期間の平均人員を記載しており、１人当たり１日８時間換

算にて算出したものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 金額(千円) 前年同四半期比(％)

自転車 2,489,822 98.2

パーツ・アクセサリー 685,155 98.4

その他 104,125 83.5

合計 3,279,103 97.7

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

(2) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 金額(千円) 前年同四半期比(％)

自転車 4,595,127 101.0

パーツ・アクセサリー 1,549,955 104.2

ロイヤリティ 30,245 120.3

その他 771,535 106.8

合計 6,946,864 102.4

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　総販売実績に対する販売割合で10％以上の相手先はありません。
　

(3) 地域別販売実績

当第２四半期会計期間における地域別販売実績は次のとおりであります。

地域別 売上高(千円) 構成比(％) 前年同四半期比(％) 店舗数(店)

関東 2,931,060 42.2 104.0 87

中部 809,280 11.7 96.6 30

関西 1,935,834 27.9 101.3 63

中国・九州 496,012 7.1 122.8 19

インターネット販売 433,972 6.2 91.1 ─

ロイヤリティ・
その他

340,703 4.9 100.2 ─

合計 6,946,864 100.0 102.4 199

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。
２　上記店舗数は、当第２四半期会計期間末現在の直営店舗を記載しております。
３　ロイヤリティ・その他には、フランチャイズ契約締結先からのロイヤリティ収入、フランチャイズ店並びにＧ
ＭＳ・ＨＣ等への商品売上、及び本社部門における外商売上を記載しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、中国を中心とした新興国の景気上昇による生産及び輸出

の増加、企業コスト削減や在庫調整の効果により景気は回復の兆しが見られるものの、世界的な金融不安の

影響により依然経済が低迷している中、円高・株安、デフレ経済が進行し、先行きはさらに不透明な状況と

なっております。

こうした状況の中で、低価格志向・節約志向など、消費状況の影響をうけ、自転車業界全体における販売

数量も伸び悩む状況が続いておりますが、健康志向を背景として電動自転車については比較的順調に販売

数量が伸びており、特に単価の高い３人乗り対応の電動自転車が好調に推移いたしました。

一方で節約志向の流れから、自転車修理等の件数も増加し、自転車専門店としての高い技術を活かした店

頭での迅速な修理対応と豊富な知識を活かしたアフターサービスにおいて、多くの顧客の支持を得ること

ができました。

販売チャネルについても、大型自転車専門店の直営及びフランチャイズ展開での店舗販売、インターネッ

ト販売、ホームセンターや総合スーパー等への商品供給事業等、当社の３つの柱により、多くの顧客ニーズ

に応えられるよう努めてまいりました。

また、当社子会社「愛三希（北京）自転車商貿有限公司」において、５月に中国（北京）に当社海外第一

号店「自転車基地　愛三希　三元西橋本店」をオープンいたしました。今後成長が期待できるマーケットに

おいて、より多くのお客様に喜んで頂けるサービス、店作りを行ってまいります。

新規出店につきましては、関東地域へ６店舗、中部地域へ１店舗、九州地域に１店舗の計８店舗を出店し

ております。この結果、当第２四半期会計期間末店舗数は直営店199店舗、ＦＣ店14店舗のあわせて213店舗

となりました。

これらの結果、当第２四半期会計期間における売上高は6,946百万円（前年同四半期比2.4％増）となり

ました。利益面では、売上総利益は、円高による原価率の低下が寄与し3,636百万円（前年同四半期比3.3％

増）となりました。一方で、販売費及び一般管理費は人員の増加、店舗数の増加、物流倉庫増築等により

2,763百万円（前年同四半期比16.2％増）と売上総利益の増加率を上回り、営業利益は、872百万円（前年同

四半期比23.6％減）、経常利益は897百万円（前年同四半期比22.6％減）、四半期純利益は510百万円（前年

同四半期比23.6％減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

①資産

当第２四半期会計期間末の総資産の残高は、前事業年度末と比較して1,566百万円増加し、15,885百万円

となりました。

流動資産は、前事業年度末と比較して405百万円増加し、7,840百万円となりました。これは主に、現金及び

預金の増加332百万円、売掛金の増加268百万円、商品の減少169百万円等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末と比較して1,160百万円増加し、8,045百万円となりました。これは主に、新社屋

竣工・物流倉庫増築・新規出店に伴う建物の増加806百万円、関係会社出資金の増加160百万円等によるも
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のであります。

②負債

当第２四半期会計期間末の負債の残高は、前事業年度末と比較して468百万円増加し、4,607百万円となり

ました。

流動負債は、前事業年度末と比較して446百万円増加し、4,338百万円となりました。これは主に、未払金の

増加252百万円、未払費用の増加127百万円等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末と比較して21百万円増加し、269百万円となりました。

③純資産

当第２四半期会計期間末の純資産の残高は、前事業年度末と比較して1,097百万円増加し、11,278百万円

となりました。これは主に、四半期純利益による増加1,385百万円、剰余金の配当による減少209百万円等に

よるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期会計期間

末と比較して527百万円増加し、3,090百万円（前年同四半期末残高3,057百万円）となりました。各キャッ

シュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は969百万円（前年同四半期比3.5％減）となりました。主な増加要因は、税

引前四半期純利益897百万円、売上債権の減少額346百万円、減価償却費119百万円等によるものであります。

また、主な減少要因は、賞与引当金の減少額134百万円、仕入債務の減少額395百万円等によるものでありま

す。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は408百万円（前年同四半期比5.1％減）となりました。主な要因は新社屋

竣工・新規出店に係る有形固定資産の取得による支出268百万円、建設協力金の支払による支出57百万円、

差入保証金の差入による支出78百万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は33百万円（前年同四半期比52.3％減）となりました。主な要因は配当金

の支払額33百万円等によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特に記載すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。
　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、改修につ

いて完了したものは、次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容 投資額(千円) 完了年月 床面積（㎡）

くまなん店
（熊本県熊本市）

販売設備 49,850平成22年５月 522.0

八千代店
（千葉県八千代市）

販売設備 28,654平成22年６月 761.3

高円寺店
（東京都杉並区）

販売設備 34,945平成22年６月 460.6

フレスポ八潮店
（埼玉県八潮市）

販売設備 19,855平成22年６月 504.0

豊田大林店
（愛知県豊田市）

販売設備 29,370平成22年７月 378.0

甲府昭和店
（山梨県甲府市）

販売設備 47,292平成22年７月 465.0

ＡＬＣ西日本・４号館
（三重県伊賀市）

物流設備 372,344平成22年７月 3,670.6

北越谷店
（埼玉県越谷市）

販売設備 56,376平成22年８月 621.7

合計 ─ 638,690 ─ 7,383.2

(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 上記の金額には、有形固定資産のほか差入保証金、仲介手数料等を含んで記載しております。

　

②当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について

重要な変更はありません。
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③当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容

投資予定額

資金調達方法

着手及び完了予定年月

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

太田店
（群馬県太田市）

販売設備 33,18031,347自己資金 平成22年６月 平成22年８月

豊橋柱店
（愛知県豊橋市）

販売設備 26,6182,805自己資金 平成22年８月 平成22年８月

フレスポ稲毛店
（千葉市稲毛区）

販売設備 37,0264,050自己資金 平成22年８月 平成22年９月

宇都宮東店
（栃木県宇都宮市）

販売設備 32,245 ― 自己資金 平成22年８月 平成22年９月

津南店
（三重県津市）

販売設備 34,280 ― 自己資金 平成22年９月 平成22年10月

勝田台店
（千葉県佐倉市）

販売設備 30,018 ― 自己資金 平成22年８月 平成22年11月

高宮通り店（仮称）
（福岡市南区）

販売設備 55,099 5,000 自己資金 平成22年６月 平成22年11月

川崎池田店（仮称）
（川崎市川崎区）

販売設備 47,945 8,000 自己資金 平成22年８月 平成23年１月

北大路店（仮称）
（京都市左京区）

販売設備 45,818 ― 自己資金 平成22年８月 平成23年１月

高槻市深沢店（仮称）
（大阪府高槻市）

販売設備 53,5345,000自己資金 平成22年７月 平成23年２月

江戸川区松江店（仮称）
（東京都江戸川区）

販売設備 51,595 ― 自己資金 平成22年９月 平成23年２月

松山天山店（仮称）
（愛媛県松山市）

販売設備 55,325 11,000 自己資金 平成22年８月 未定

新百合ヶ丘店（仮称）
（川崎市麻生区）

販売設備 44,625 ― 自己資金 平成22年９月 未定

茅ヶ崎店（仮称）
（神奈川県茅ヶ崎市）

販売設備 60,835 ― 自己資金 平成22年９月 未定

加平店（仮称）
（東京都足立区）

販売設備 47,345 ― 自己資金 平成22年９月 未定

合計 ─ 655,49367,202─ ─ ─

(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 上記の金額には、有形固定資産のほか差入保証金、仲介手数料等を含んで記載しております。

３ 太田店の設備については、すでに完了しております。

　

④重要な設備の除売却

重要な設備の除売却の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,243,200

計 96,243,200

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年10月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,240,80026,240,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 26,240,80026,240,800― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年５月21日～
平成22年８月20日

─ 26,240,800 ─ 2,061,356 ─ 2,165,171
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(6) 【大株主の状況】

平成22年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

下　田　　進 大阪府吹田市 4,028,716 15.35

下　田　佳　史 大阪府箕面市 3,240,000 12.35

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 3,201,900 12.20

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,375,300 9.05

下　田　幸　男 大阪市都島区 2,062,464 7.86

下　田　英　樹 大阪市都島区 1,520,000 5.79

下　田　富　昭 大阪市東淀川区 1,414,592 5.39

野村信託銀行株式会社(投信口) 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 1,149,200 4.38

あさひ従業員持株会 大阪市都島区高倉町三丁目11番４号 868,700 3.31

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島三丁目３番23号 327,200 1.25

計 ― 20,188,07276.93

(注) １  日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口）及び野村信託銀行株式会社（投信口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数はそれぞれ3,116,000

株、2,242,000株、1,149,200株であります。

２　当第２四半期会計期間においてフィデリティ投信株式会社及びその共同保有者であるエフエムアール エルエ

ルシー（ＦＭＲ ＬＬＣ）から平成22年８月６日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により平成

22年７月30日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計

期間末における実質所有株式数の確認ができておりません。

　　なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券保有割合
(％)

フィデリティ投信株式会社
東京都港区虎ノ門四丁目３番１号　城山
トラストタワー

940,800 3.59

エフエムアール エルエルシー
(ＦＭＲ ＬＬＣ)

米国　02109　マサチューセッツ州ボスト
ン、デヴォンシャー・ストリート82

475,200 1.81
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 300

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式 

26,237,300
262,373

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 普通株式 3,200 ― 同上

発行済株式総数
 普通株式 

26,240,800
― ―

総株主の議決権 ― 262,373 ―

(注) １　完全議決権株式（その他）における普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式1,400株（議決権個数14

個）が含まれております。

２　単元未満株式における普通株式には、当社所有の自己株式が３株含まれております。

② 【自己株式等】

平成22年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社あさひ

大阪市都島区
高倉町三丁目11番４号

300 ― 300 0.00

計 ― 300 ― 300 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月

　
４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 1,5461,6421,4571,4081,3281,298

最低(円) 1,3801,4191,3071,2801,0701,070

(注) １　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部のものであります。

２　最高・最低株価は、各月度の前月の21日から各月度の20日までの数値に基づいて記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第２四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成21年５月21日から平成21年８月20日まで）及び前第２四半期累計期

間（平成21年２月21日から平成21年８月20日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四

半期会計期間（平成22年５月21日から平成22年８月20日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年２月

21日から平成22年８月20日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年５月21日

から平成21年８月20日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年２月21日から平成21年８月20日まで）

に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期会計期間（平

成22年５月21日から平成22年８月20日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年２月21日から平成22年

８月20日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けて

おります。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号）第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.9%

売上高基準 0.1%

利益基準 △0.1%

利益剰余金基準 △0.0%
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年2月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,216,692 2,884,004

売掛金 725,601 457,175

商品 2,940,511 3,110,268

未着商品 264,152 365,574

貯蔵品 71,778 71,363

その他 623,464 547,948

貸倒引当金 △2,018 △1,882

流動資産合計 7,840,184 7,434,451

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,974,985 2,168,580

土地 1,274,888 1,610,708

その他（純額） 344,806 401,855

有形固定資産合計 ※１
 4,594,680

※１
 4,181,144

無形固定資産 33,535 37,658

投資その他の資産

差入保証金 1,610,844 1,493,563

建設協力金 891,246 826,670

その他 933,507 380,046

貸倒引当金 △18,595 △34,199

投資その他の資産合計 3,417,004 2,666,081

固定資産合計 8,045,219 6,884,884

資産合計 15,885,403 14,319,336
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月20日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年2月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,442,860 1,423,003

未払法人税等 1,105,304 1,129,723

賞与引当金 319,554 288,998

役員賞与引当金 － 20,600

その他 1,470,364 1,028,993

流動負債合計 4,338,085 3,891,318

固定負債

役員退職慰労引当金 178,625 166,816

その他 90,680 80,680

固定負債合計 269,305 247,496

負債合計 4,607,390 4,138,815

純資産の部

株主資本

資本金 2,061,356 2,061,356

資本剰余金 2,165,171 2,165,171

利益剰余金 7,113,061 5,937,698

自己株式 △268 △239

株主資本合計 11,339,320 10,163,986

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,141 2,463

繰延ヘッジ損益 △64,448 14,070

評価・換算差額等合計 △61,307 16,534

純資産合計 11,278,013 10,180,521

負債純資産合計 15,885,403 14,319,336
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(2)【四半期損益計算書】
　【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年２月21日
 至 平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年２月21日
 至 平成22年８月20日)

売上高 ※1
 14,476,364

※1
 15,192,831

売上原価 7,120,227 7,239,193

売上総利益 7,356,136 7,953,637

販売費及び一般管理費 ※2
 4,796,289

※2
 5,525,361

営業利益 2,559,846 2,428,276

営業外収益

受取利息 7,182 9,699

受取配当金 60 60

為替差益 11,482 6,035

受取家賃 20,856 22,443

受取補償金 － 13,760

その他 10,918 8,869

営業外収益合計 50,500 60,868

営業外費用

支払利息 376 －

不動産賃貸原価 8,548 12,317

子会社設立費 － 42,506

その他 3,393 3,203

営業外費用合計 12,318 58,027

経常利益 2,598,028 2,431,117

特別損失

固定資産除売却損 ※3
 3,261

※3
 1,036

貸倒引当金繰入額 17,612 －

特別損失合計 20,873 1,036

税引前四半期純利益 2,577,154 2,430,080

法人税、住民税及び事業税 1,132,000 1,076,000

法人税等調整額 △51,667 △31,206

法人税等合計 1,080,332 1,044,793

四半期純利益 1,496,822 1,385,287
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　【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年５月21日
 至 平成21年８月20日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年５月21日
 至 平成22年８月20日)

売上高 6,786,969 6,946,864

売上原価 3,267,036 3,310,753

売上総利益 3,519,933 3,636,110

販売費及び一般管理費 ※1
 2,378,371

※1
 2,763,785

営業利益 1,141,562 872,325

営業外収益

受取利息 3,669 4,963

為替差益 1,996 5,654

受取家賃 11,856 11,365

受取補償金 － 7,301

その他 7,832 5,595

営業外収益合計 25,354 34,879

営業外費用

支払利息 26 －

不動産賃貸原価 5,639 7,674

その他 1,980 2,126

営業外費用合計 7,645 9,801

経常利益 1,159,270 897,403

特別損失

固定資産除売却損 ※2
 2,896

※2
 230

特別損失合計 2,896 230

税引前四半期純利益 1,156,374 897,173

法人税、住民税及び事業税 483,000 369,000

法人税等調整額 4,588 17,272

法人税等合計 487,588 386,272

四半期純利益 668,785 510,901
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年２月21日
 至 平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年２月21日
 至 平成22年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,577,154 2,430,080

減価償却費 205,205 228,123

長期前払費用償却額 6,490 7,209

貸倒引当金の増減額（△は減少） 25,298 △15,468

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,478 30,555

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,450 △20,600

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,618 11,808

受取利息及び受取配当金 △7,242 △9,759

支払利息 376 －

固定資産除売却損益（△は益） 3,261 1,036

売上債権の増減額（△は増加） △242,058 △268,426

たな卸資産の増減額（△は増加） 193,970 270,762

未収入金の増減額（△は増加） △36,688 △30,249

仕入債務の増減額（△は減少） △9,701 19,857

未払消費税等の増減額（△は減少） 86,001 △93,712

未払金の増減額（△は減少） 4,905 34,146

預り敷金及び保証金の受入による収入 14,080 10,000

その他 182,893 237,643

小計 3,042,593 2,843,008

利息及び配当金の受取額 852 1,252

利息の支払額 △294 －

法人税等の支払額 △762,774 △1,090,626

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,280,377 1,753,634

投資活動によるキャッシュ・フロー

関係会社出資金の払込による支出 － △160,000

有形固定資産の取得による支出 △622,058 △803,173

無形固定資産の取得による支出 △7,685 △1,215

貸付けによる支出 △596 △1,000

貸付金の回収による収入 316 790

長期前払費用の取得による支出 △17,806 △10,080

差入保証金の差入による支出 △110,901 △130,783

差入保証金の回収による収入 11,838 10,367

建設協力金の支払による支出 △81,000 △117,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △827,892 △1,212,094

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △460,000 －

自己株式の取得による支出 △154 △29

配当金の支払額 △155,704 △208,826

財務活動によるキャッシュ・フロー △615,859 △208,856

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 836,624 332,682

現金及び現金同等物の期首残高 2,220,640 2,757,813

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,057,265

※
 3,090,496
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自　平成22年５月21日　至　平成22年８月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年８月20日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間
(自  平成22年２月21日  至  平成22年８月20日)

　（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取補償金」につ

いては、営業外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期累計期間では区分掲記いたしました。

なお、前第２四半期累計期間における営業外収益の「その他」に含まれている「受取補償金」は1,376千円で

あります。

　
当第２四半期会計期間

(自  平成22年５月21日  至  平成22年８月20日)

　（四半期貸借対照表関係）

前第２四半期会計期間末において、有形固定資産に含めて表示しておりました賃貸用不動産（当第２四半期

会計期間末残高384,119千円）は、第１四半期会計期間末より投資その他の資産の「その他」に含めて表示して

おります。 

これは、「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第20号　平成20年11月28日）及び

「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第23号　平成20年11月

28日）が適用されることを契機に、当該保有不動産の所有目的等を見直した結果、当面は営業の用に供する予定

はなく、賃貸目的で所有する投資不動産として意思決定したことによるものであります。

なお、前第２四半期会計期間末の有形固定資産に含まれる当該資産は次のとおりであります。

建物 51,773千円
土地 335,820千円
その他 228千円
計 387,822千円

 
　（四半期損益計算書関係）

前第２四半期会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取補償金」につ

いては、営業外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期会計期間では区分掲記いたしました。

なお、前第２四半期会計期間における営業外収益の「その他」に含まれている「受取補償金」は373千円であ

ります。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日　至　平成22年８月20日)

　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によっ

ております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成22年２月21日　至　平成22年８月20日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日　至　平成22年８月20日)

　（役員賞与引当金）

従来、役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額を計上しておりましたが、役員報酬制度の

見直しに伴い、役員賞与の支給を廃止したため、役員賞与引当金は計上しておりません。

　

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月20日)

前事業年度末
(平成22年２月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 2,499,086千円

　２　当座貸越契約

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

７行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく当第２四半期会計期間末の借入未実行残

高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 2,800,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 2,800,000千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額 2,323,243千円

　２　当座貸越契約

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

７行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のと

おりであります。

当座貸越極度額の総額 2,800,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 2,800,000千円

　

EDINET提出書類

株式会社あさひ(E03439)

四半期報告書

19/26



　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日
至　平成22年８月20日)

※１　当社の売上高は、入学・入社シーズンが重なる春が

最需要期となるため、第１四半期会計期間の売上高

が他の四半期会計期間に比べて多くなり、業績の季

節的変動があります。

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送保管料 458,351千円

広告宣伝費 230,102千円

給料手当 1,457,361千円

貸倒引当金繰入額 8,166千円

賞与引当金繰入額 268,059千円

役員賞与引当金繰入額 8,800千円

退職給付費用 15,495千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,618千円

減価償却費 203,337千円

地代家賃 901,930千円

 

※３　固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。

機械装置除却損

車両運搬具除却損

長期前払費用除却損

2,567千円

20千円

673千円

　合計 3,261千円

※１　　　　　　　　　同左　

 

 

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送保管料 527,035千円

広告宣伝費 233,671千円

給料手当 1,701,330千円

賞与引当金繰入額 319,554千円

退職給付費用 18,055千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,808千円

減価償却費 226,312千円

地代家賃 1,046,348千円

　 　
　 　

 

※３　固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。

建物附属設備除却損 401千円

車両運搬具除却損

工具器具備品除却損

ソフトウエア除却損

410千円

6千円

195千円

長期前払費用除却損 23千円

　合計 1,036千円

　
第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自  平成21年５月21日
至  平成21年８月20日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年５月21日
至  平成22年８月20日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送保管料 217,457千円

広告宣伝費 79,586千円

給料手当 736,609千円

貸倒引当金繰入額 28千円

賞与引当金繰入額 143,680千円

役員賞与引当金繰入額 50千円

退職給付費用 8,140千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,365千円

減価償却費 105,351千円

地代家賃 458,892千円

 
※２　固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。

機械装置除却損

車両運搬具除却損

長期前払費用除却損

2,567千円

20千円

308千円

　合計 2,896千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送保管料 251,646千円

広告宣伝費 87,162千円

給料手当 853,717千円

賞与引当金繰入額 154,875千円

退職給付費用 9,340千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,009千円

減価償却費 118,610千円

地代家賃 533,382千円

　 　
　 　

 
※２　固定資産除売却損の内訳は次のとおりであります。

車両運搬具除却損

工具器具備品除却損

ソフトウエア除却損

28千円

6千円

195千円

　合計 230千円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日
至　平成22年８月20日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期末残高と当第２

四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

(平成21年８月20日現在)

現金及び預金 3,183,446千円

預入期間が３か月超の定期預金 △126,181千円

現金及び現金同等物 3,057,265千円
 

※　現金及び現金同等物の当第２四半期末残高と当第２

四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

(平成22年８月20日現在)

現金及び預金 3,216,692千円

預入期間が３か月超の定期預金 △126,196千円

現金及び現金同等物 3,090,496千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年８月20日）及び当第２四半期累計期間(自　平成22年２月21日　至　平

成22年８月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 26,240,800

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 303

　
３　新株予約権等に関する事項

      　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月15日
定時株主総会

普通株式 209,924 8 平成22年２月20日 平成22年５月17日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

      　該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

      　該当事項はありません。

　
(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年８月20日）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　
(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年８月20日）

該当事項はありません。
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(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成22年５月21日　至　平成22年８月20日）

該当事項はありません。

　
(持分法損益等)

当第２四半期累計期間（自　平成22年２月21日　至　平成22年８月20日）

前第２四半期累計期間
(自  平成21年２月21日
至  平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年２月21日
至  平成22年８月20日)

　当社は関係会社がありませんので、該当事項はありませ

ん。

　当社には、当第２四半期累計期間において関連会社が存

在していないため、該当事項はありません。

当第２四半期会計期間（自　平成22年５月21日　至　平成22年８月20日）

前第２四半期会計期間
(自  平成21年５月21日
至  平成21年８月20日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年５月21日
至  平成22年８月20日)

　当社は関係会社がありませんので、該当事項はありませ

ん。

　当社には、当第２四半期会計期間において関連会社が存

在していないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月20日)

前事業年度末
(平成22年２月20日)

１株当たり純資産額 429.79円
　

１株当たり純資産額 387.97円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日
至　平成22年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 114.08円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。  
 

１株当たり四半期純利益金額 52.79円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。  

　

(注) １　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月21日
至　平成22年８月20日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,496,822 1,385,287

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,496,822 1,385,287

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 13,120,279 26,240,519

２  当社は、平成21年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度

の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期累計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は

57円04銭であります。
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第２四半期会計期間

前第２四半期会計期間
(自  平成21年５月21日
至  平成21年８月20日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年５月21日
至  平成22年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 50.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。  
 

１株当たり四半期純利益金額 19.47円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。  
 

　

(注) １  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成21年５月21日
至  平成21年８月20日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年５月21日
至  平成22年８月20日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 668,785 510,901

普通株式に係る四半期純利益(千円) 668,785 510,901

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 13,120,261 26,240,515

２  当社は、平成21年10月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業年度

の開始の日に行われたと仮定した場合における前第２四半期会計期間に係る１株当たり四半期純利益金額は

25円49銭であります。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年９月30日

株式会社あさひ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　　上　　浩　　一　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　桂　　木　　　 茂　　 　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社あさひの平成21年２月21日から平成22年２月20日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間(平成21

年５月21日から平成21年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年２月21日から平成21年８月20日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あさひの平成21年８月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月１日

株式会社あさひ

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　　上　　浩　　一    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    桂　　木　　　 茂   　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社あさひの平成22年２月21日から平成23年２月20日までの第36期事業年度の第２四半期会計期間(平成22

年５月21日から平成22年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年２月21日から平成22年８月20日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あさひの平成22年８月20日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社あさひ(E03439)

四半期報告書

26/26


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１仕入及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第２四半期累計期間
	第２四半期会計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

